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平成２４年度決算を
お知らせします
平成２４年度決算を
お知らせします

特集特集 2～5面

鼓笛隊パレード鼓笛隊パレード 　交通安全防犯鼓笛隊パレードは１０月８日、クリスタルロード
で行われました。石川小６年生の須藤きらりさんの出発宣言、
南山形小６年生の高原涼佳さんらによるテープカットの後、町
内５つの小学校と石川文化幼稚園、交通安全母の会などがパ
レードを行い、交通安全を呼びかけました。
【写真上】パレードする山形小学校の児童
【写真下】出発宣言をする須藤きらりさん
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平
成
24
年
度
歳
入
歳
出
決
算
が
9
月
5
日
か
ら
開
か
れ
た
定
例
町
議
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
こ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
24
年
度

町
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
会
計
の
決
算
の
概
要

一
般
会
計
　
歳
入

会計名 歳入決算額 歳出決算額
一般会計 72億1,251万円 66億2,543万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 21億7,579万円 20億5,516万円
後期高齢者医療 1億4,851万円 1億4,352万円
介 護 保 険 14億9,909万円 14億7,139万円
母 畑 財 産 区 1,863万円 98万円
中 谷 財 産 区 744万円 20万円
土 地 開 発 事 業 3,398万円 896万円
簡 易 水 道 事 業 1億3,576万円 1億2,423万円
宅 地 造 成 事 業 5,945万円 5,764万円

合　　計 112億9,116万円 104億8,751万円

一般会計歳入決算の内訳

依存財源 自主財源

その他の依存財源
5,935万円
0.8％

町債
3億6,516万円

5.1％

その他の自主財源
4億374万円
5.6％

繰越金
5億4,675万円

7.6％

分担金及び負担金
2億235万円
2.8％

町税
17億179万円
23.6％

地方消費税交付金
1億5,429万円

2.1％

地方譲与税
1億60万円
1.4％

県支出金
5億5,788万円

7.7％
国庫支出金
4億8,688万円

6.8％

地方交付税
26億3,372万円

36.5％

税　目 決算額 前年度比
町 民 税 7億1,064万円 ＋21.2％
固定資産税 8億2,020万円 −  8.9％
交 付 金 35万円 −  2.8％
軽自動車税 4,028万円 ＋  2.8％
た ば こ 税 1億1,359万円 −  0.9％
入 湯 税 1,673万円 ＋22.6％
合 計 17億179万円 ＋  2.9％

町税決算額

平成24年度寄付金一覧
項　　　目 決算額

一般寄付金等（震災復興支援、新庁舎整
備、石尊山イルミネーション維持管理等） 491万円
ふ る さ と ま ち づ く り 寄 付 金 192万円
合 計 683万円

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
で
72
億
1
，2
5
1
万

円
（
対
前
年
度
比
4
・
９
％
減
）、
歳

出
で
66
億
2
，5
4
3
万
円
（
対
前

年
度
比
5
・
８
％
減
）
と
な
っ
て
お

り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
5
億
8
，

7
0
８
万
円
で
、
除
染
事
業
な
ど
の

財
源
と
し
て
25
年
度
へ
繰
り
越
し
た

財
源
1
億
2
，7
7
4
万
円
を
除
く
と
、

実
質
収
支
4
億
5
，９
3
4
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計

決
算
と
を
合
わ
せ
た
総
額
は
、
歳
入

で
1
1
2
億
9
，1
1
6
万
円
、
歳

出
で
1
0
4
億
8
，7
5
1
万
円
と

な
り
、
25
年
度
へ
繰
り
越
し
た
財
源

1
億
2
，7
7
4
万
円
を
差
し
引
く
と
、

実
質
収
支
6
億
7
，5
９
1
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
、
給
与
所
得
の
増

加
、
企
業
業
績
の
好
転
等
に
よ
り
、

町
税
は
前
年
度
を
上
回
る
決
算
と
な

っ
た
も
の
の
、
地
方
交
付
税
と
臨
時

財
政
対
策
債
を
合
わ
せ
た
実
質
的
な

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

を
下
回
る
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
震
災
復
興
関
連
基
金
を
充

当
し
な
が
ら
復
興
事
業
に
取
り
組
ん

だ
た
め
、
繰
入
金
が
前
年
度
を
大
き

く
上
回
る
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
を
性
質
別
に
分
類
し
区
別

す
る
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め

た
「
町
税
」
や
、
条
例
や
規
則
で
基

準
を
定
め
賦
課
徴
収
で
き
る
「
分
担

金
及
び
負
担
金
」、「
使
用
料
及
び
手

数
料
」
な
ど
、
町
が
自
主
的
に
得

ら
れ
る
財
源
で
あ
る
『
自
主
財
源
』

が
28
億
5
，4
6
3
万
円
で
全
体
の

39
・
6
％
、
国
や
県
の
基
準
等
に
基

づ
い
て
交
付
さ
れ
る
「
地
方
交
付

税
」、「
国
庫
支
出
金
」、「
県
支
出
金
」

な
ど
、
町
独
自
で
収
入
額
を
決
め
ら

れ
な
い
財
源
で
あ
る
『
依
存
財
源
』

が
43
億
5
，7
８
８
万
円
と
全
体
の

60
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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一
般
会
計
　
歳
出

　資本的収入額が資本的支出額に対
して不足する額720万円は、当年度分
消費税及び地方消費税資本的収支調
整額22万円、当年度分損益勘定留保
資金698万円で補てんしました。

目的別で見た歳出

民生費
18億6,304万円

28.1％

公債費
5億4,615万円

8.2％
教育費

4億6,189万円
7.0％

消防費
3億7,907万円

5.7％

土木費
3億8,180万円

5.8％

商工費
2億4,591万円

3.7％

農林水産業費
4億961万円
6.2％

衛生費
6億3,143万円

9.5％

総務費
13億6,905万円

20.7％

その他
3億3,748万円

5.1％

性質別で見た歳出

災害復旧事業費
4,813万円
0.7％

普通建設事業費
5億4,182万円

8.2％

補助費等
10億5,658万円

16.0％

扶助費
6億8,073万円
10.3％

維持補修費
1億1,963万円

1.8％

物件費
6億9,637万円
10.5％

人件費
13億7,977万円

20.8％

その他
5,200万円
0.8％

繰出金
7億8,048万円
11.8％

積立金
7億2,378万円
10.9％

公債費
5億4,614万円

8.2％

水道事業会計 24年度決算 23年度決算

収益的
収支

収入 2億6,455万円 2億5,796万円

支出 2億208万円 1億9,322万円

資本的
収支

収入 173万円 2,933万円

支出 893万円 1億8,064万円

水道事業会計決算  

総
務
費 

　

役
場
の
管
理
、
税
務
、

戸
籍
や
選
挙
な
ど
の
事
務

に
使
わ
れ
ま
す
。

 

民
生
費 

　

子
ど
も
や
お
年
寄
り
、

体
が
不
自
由
な
方
を
支
援

す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

 

衛
生
費 

　

健
康
維
持
や
環
境
対
策

（
ゴ
ミ
処
理
な
ど
）
に
使

わ
れ
ま
す
。

 

農
林
水
産
業
費 

　

農
業
や
畜
産
業
、
林
業

に
使
わ
れ
ま
す
。

 

商
工
費 

　

観
光
Ｐ
Ｒ
、
企
業
立
地
、

中
小
企
業
対
策
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。

 

土
木
費 

　

道
路
、
公
園
等
の
維
持

管
理
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

 

消
防
費 

　

広
域
消
防
へ
の
負
担
金
、

消
防
団
の
運
営
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。

 

教
育
費 

　

学
校
教
育
や
公
民
館
事

業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

 

公
債
費 

　

町
債
を
償
還
（
返
済
）

す
る
た
め
の
お
金
で
す
。

 

人
件
費 

　

職
員
の
給
与
や
議
員
の

報
酬
な
ど
で
す
。

 

物
件
費 

　

臨
時
職
員
の
賃
金
や
、

旅
費
、
消
耗
品
、
燃
料
費

な
ど
の
消
費
的
な
経
費
で

す
。

 

扶
助
費 

　

福
祉
や
医
療
な
ど
に
係

る
経
費
で
す
。

 

補
助
費
等 

　

町
か
ら
他
の
団
体
等
に

対
し
て
、
特
定
の
目
的
の

た
め
に
支
払
う
補
助
金
な

ど
で
す
。

 

普
通
建
設
事
業
費 

　

道
路
、
橋
、
学
校
、
庁

舎
な
ど
の
公
共
施
設
を
整

備
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

 

積
立
金 

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に

積
み
立
て
る
お
金
で
す
。

 

繰
出
金 

　

他
の
会
計
に
対
し
て
繰

出
さ
れ
る
お
金
で
す
。

　
平
成
24
年
度
も
23
年
度
に
引
き
続

き
、
除
染
事
業
や
風
評
被
害
対
策
事

業
な
ど
の
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
に
係
る
事
業
を
積
極
的
に
実
施

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
以
降
の
統
合

小
学
校
建
設
や
新
庁
舎
建
設
な
ど
の

大
規
模
事
業
を
見
据
え
て
、
財
政
調

整
基
金
の
積
み
立
て
な
ど
、
将
来
に

わ
た
る
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

効
率
的
な
予
算
の
執
行
に
努
め
る
な

ど
、
健
全
な
財
務
体
質
の
確
立
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ど
の
よ
う
な
事
業
に
支
出
さ
れ
た

の
か
目
的
別
に
み
る
と
、
民
生
費
と

衛
生
費
を
あ
わ
せ
た
社
会
保
障
関
係

費
が
24
億
9
，4
4
7
万
円
で
、
歳
出

全
体
の
お
お
よ
そ
4
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
性
質
別
に
分
類
す
る
と
道
路

や
建
物
な
ど
の
資
本
を
形
成
す
る
、

「
投
資
的
経
費
」
に
分
類
さ
れ
る
費

用
が
5
億
8
，９
９
5
万
円
で
全
体

の
８・９
％
、
補
助
金
や
業
務
の
委

託
な
ど
、
支
出
効
果
が
単
年
度
ま
た

は
短
期
間
に
終
わ
り
、
後
年
度
に
は

形
を
残
さ
な
い
「
消
費
的
経
費
」
が

39
億
3
，3
0
８
万
円
で
全
体
の
59
・

4
％
、
地
方
債
の
償
還

金
（
借
金
の
返
済
）
や
将

来
の
た
め
の
積
立
金
な
ど

の
、
そ
の
他
の
費
用
が

21
億
2
4
0
万
円
で
全
体

の
31
・
7
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
出
用
語
の
解
説
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（単位：％）

区　　　分 健全化判断比率 前年度の比率 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 　　―　　　 ― 15.0　　 20.0　　
連 結 実 質 赤 字 比 率 ―　　　 ― 20.0　　 30.0　　
実 質 公 債 費 比 率 11.1 13.2 25.0　　 35.0　　
将 来 負 担 比 率 24.4 47.6 350.0　　 ―　
資 金 不 足 比 率 ―　　　 ― 20.0　　 ―　

＊実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字額が算定されていないため「—」で表示しています。また、資金不足比率に
おいても資金不足を生じた公営企業（水道事業会計、簡易水道事業特別会計、宅地造成事業特別会計）がなかったため、

「—」で表示しています。

石
川
町
の
健
全
化

判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

　第２次集中改革プラン等に沿った行財政改革の取り組みに
より、これまで、事業費に充当する地方債の発行を極力抑制
してきたほか、繰上償還も行ってきました。その結果、平成
24年度末地方債残高は46億5，591万円で平成18年度と比較して
約20億円減少しました。今後は、緊急的な災害復旧や統合小
学校建設を行うための財源として、地方債の発行が考えられ、
一時的に地方債残高は増加する見込みではあるものの、中長
期的には、再び減少傾向で推移すると考えています。

一般会計地方債残高の推移と今後の推計
地方債残高

（単位：万円）

年度 借入額
年度別償還額

地方債残高
元利償還額 左のうち元金

18 28,320 98,308 82,642 665,850 
19 24,057 145,545 132,504 557,403 
20 25,118 80,389 70,010 512,511 
21 32,167 75,585 66,660 478,018 
22 47,723 62,174 54,321 471,420 
23 57,063 58,963 51,617 476,866 
24 36,516 54,615 47,791 465,591 
25 62,200 50,678 44,623 483,168 
26 97,780 49,026 43,215 537,733
27 2,000 47,605 41,579 498,154
28 18,840 49,306 43,712 473,282 

平成24年度までは決算額。平成25年度以降は予定額。
【借入予定】平成25年度：臨時財政対策債、消防防災施設等整備事業債、学校教育施設等整備事業債、緊急防災・減災事業債（中学校耐震化）
　　　　　　平成26年度：消防防災施設等整備事業債、学校教育施設等整備事業債
　　　　　　平成27年度：消防防災施設等整備事業債
　　　　　　平成28年度：消防防災施設等整備事業債、学校教育施設等整備事業債
臨時財政対策債：地方交付税で補いきれない財源の不足を補てんするため、国から借り入れる資金　
　　　　　　　　平成２５年度までの措置（予定）
消防防災施設等整備事業債：ポンプ車の購入や消防屯所建設のために借り入れる資金
学校教育施設等整備事業債：公立の小中学校等を建設するために借り入れる資金
緊急防災・減災事業債：東日本大震災を受け、公共施設の耐震化などの、防災のために借り入れる資金

　
町
で
は
、
平
成
24
年
度
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字

比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
）
及

び
資
金
不
足
比
率
を
算
定
し
ま
し
た
。

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
11
・
1
％

と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
2・1
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
債
務
の
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
を
示
す
「
将
来

負
担
比
率
」
は
24
・
4
％
と
な
っ
て

お
り
、
対
前
年
度
比
で
23
・
2
ポ
イ

ン
ト
減
と
大
幅
に
低
下
し
、
早
期
健

全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

　
他
に
も
「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」
に
つ
い
て
は
赤

字
額
が
な
く
、「
資
金
不
足
比
率
」
に

つ
い
て
は
資
金
不
足
額
が
な
い
た
め
、

指
数
が
算
定
さ
れ
な
い
な
ど
、
い
ず

れ
の
比
率
も
早
期
健
全
化
基
準
及
び

財
政
再
生
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、

町
の
財
政
状
況
は
健
全
な
状
態
に
あ

る
と
い
え
ま
す
。
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石川町の家計簿
一般会計歳入歳出決算額を1000分の1に縮小し、町の決算状況を家計に例えてみました。

一般会計の歳入決算額　72億1,251万円　➡　家計収入額　721万3千円
一般会計の歳出決算額　66億2,543万円　➡　家計支出額　662万5千円　

収入　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 町の歳入項目 金額
（前年度比較）

構成比
（％）

給料 町税 1，702
（48） 23.6

パート収入 分担・負担金 
使用・手数料

262
（△10） 3.6

親からの
仕送り

地方交付税 
地方譲与税 
各種交付金 
国庫支出金 
県支出金

3，993
（△457） 55.3

不動産収入 財産収入 45
（18） 0.6

預金の
引出し 繰入金 150

（145） 2.1

その他の
収入

寄附金
繰越金
諸収入

696
（91） 9.7

ローンの
借入 町債 365

（△205） 5.1

合　計 7，213
（△370） 100.0

預金残高 基金残高 2，436
（586）

うち普通預金 うち財政調整
基金

814
（300）

支出　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 町の歳出項目 金額 
（前年度比較）

構成比
（％）

食費 人件費 1，380
（△15） 20.8

公共料金 
生活雑費 物件費 696

（△59） 10.5
家・庭の手入れ、

車の修理
維持補修

費
120

（△9） 1.8
医療費、

子どもの学費 扶助費 681
（4） 10.3

知人等への援助、
会費、交際費 補助費等 1，056

（△123） 16.0
家の増改築、

家財道具の購入
普通建設
事業費

542
（△344） 8.2

地震・大雨災害
等の応急処置

災害復旧
費

48
（△134） 0.7

ローンの返済 公債費 546
（△44） 8.2

預金 積立金 724
（270） 10.9

株式投資、
貸付金

投資・
出資金 
貸付金

52
（△2） 0.8

子どもへの
仕送り 繰出金 780

（45） 11.8

合　計 6，625
（△411） 100.0

借金残高 地方債残高 4，656
（△113）

うち利息 うち利息分 396
（△50）

 

実
質
赤
字
比
率 

　
歳
出
に
対
す
る
歳
入
の
不
足
額
（
い

わ
ゆ
る
赤
字
額
）
を
、
町
の
一
般
財
源

の
標
準
的
な
規
模
を
表
す
「
標
準
財
政

規
模
」
で
除
し
た
も
の
で
す
。

 

連
結
実
質
赤
字
比
率 

　
町
の
す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
額
と
黒

字
額
を
合
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
を

一
つ
の
法
人
と
み
な
し
た
上
で
、
歳
出

に
対
す
る
歳
入
の
資
金
不
足
額
を
、
標

準
財
政
規
模
で
除
し
た
も
の
で
す
。

 

実
質
公
債
費
比
率 

　
一
般
会
計
の
公
債
費
や
公
債
費
に
準

じ
た
経
費
の
額
（
公
営
企
業
等
他
の
会

計
の
公
債
費
へ
の
繰
出
金
等
）
を
、
標

準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で
除
し

た
も
の
の
3
か
年
の
平
均
値
で
す
。

 

将
来
負
担
比
率 

　
町
が
発
行
し
た
地
方
債
の
残
高
や
契

約
等
で
将
来
の
支
払
い
を
約
束
し
た
も

の
（
債
務
負
担
行
為
額
）
な
ど
決
算
年

度
末
時
点
で
の
将
来
負
担
額
を
、
標
準

財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で
除
し
た

も
の
で
す
。

 

資
金
不
足
比
率 

　
一
般
会
計
等
に
お
け
る
実
質
赤
字
に

相
当
す
る
公
営
企
業
会
計
の
「
資
金
不

足
額
」
を
、
公
営
企
業
の
事
業
規
模
で

除
し
た
も
の
で
す
。

財
政
用
語
の
解
説



Ko
Ho
Ishikawa
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町
民
の
皆
さ
ん
に
職
員
の
給
与
実
態
を
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
町
職
員
の
給
与
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
数
値
等
は
、
平
成
25

年
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
及
び
「
地
方
公
共
団
体
定
員
管

理
調
査
」
等
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
町
職

員
の
定
員
適
正
化
を
推
進
し
、
平
成
16
年

の
2
0
0
人
か
ら
平
成
25
年
ま
で
の
9
年

間
で
52
人
の
職
員
削
減
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
は
限
ら
れ
た
人
員
の
中
、
分
権
型
社

会
に
対
応
し
た
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
職
員
配
置
の
一
層
の

効
率
化
・
適
正
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆
職
員
の
給
与

　
町
職
員
の
給
与
は
民
間
給
与
の
調
査
に

基
づ
く
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
及
び
国
や

他
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
均
衡
を
考
慮

し
つ
つ
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定

め
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
現
在
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
給

与
な
ど
の
抑
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
①
特
別
職
の
給
料
の
減
額

　
　
（
町
長
は
給
料
月
額
の
15
％
相
当
分
、

副
町
長
及
び
教
育
長
は
給
料
月
額
の

10
％
相
当
分
を
減
額
）

　
②
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
抑
制

平
成
25
年
ま
で
に

52
人
を
削
減

町
長
15
％

副
町
長
・
教
育
長

10
％
を
減
額

町
職
員
の

　
給
与
を
公
表
し
ま
す

町
職
員
の

　
給
与
を
公
表
し
ま
す

町
職
員
の

　
給
与
を
公
表
し
ま
す

◆
職
員
数

　
平
成
25
年
4
月
1
日
現
在
の
職
員
数
は

1
4
８
人
で
、
平
成
24
年
に
比
べ
6
人
の

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
臨
時
・
嘱
託
職

員
除
く
）

縡 人件費の状況（平成24年度一般会計決算）
歳出総額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率

662,543 万円 137,977 万円 20.8％

※人件費には、議会議員やその他非常勤特別職の報酬、町長・副町長
などの特別職給与、職員給与及び退職手当組合負担金などが含まれます。

縟 初任給の状況（平成25年４月１日現在）

区分 初任給 ２年後の給料

一般行政職
大学卒 175,100 円 187,200 円
短大卒 155,400 円 167,000 円
高校卒 142,500 円 151,000 円

技能労務職 高校卒 137,900 円 145,800 円

縉 経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成25年４月１日現在）

区分 経験年数
10年～15年未満

経験年数
15年～20年未満

経験年数
20年～25年未満

一般行政職

大学卒 300,600 円 332,900 円 367,800 円

短大卒 287,500 円 329,200 円 334,700 円

高校卒 243,100 円 300,300 円 329,900 円

縋 特別職報酬等の状況（削減後）（平成25年４月1日現在）

給料（報酬）月額 期末手当（支給割合）

給
　
　
料

町　長 678,300 円 6 月期末 1.40 月分

副町長 575,100 円 12 月期末 1.50 月分

教育長 538,200 円 計 2.90 月分

縱 平均年齢及び平均給料月額の状況（平成25年４月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職員 43歳 6 月 337,800円

技能労務職員 55歳 5 月 375,800円

縒 人件費の状況（平成24年度一般会計決算）

職員数
給与費

一人当
り給与

前年度
一人当
り給与給料 職員手当 期末・勤勉

手当 計

132 人 55,717
万円

7,867
万円

20,309
万円

83,893
万円

636
万円

632
万円

※職員手当（退職手当を除く）には、国政選挙等の手当を含みます。
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縢 職員手当の状況（平成25年４月１日現在）

期末勤勉

手当

区分 町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月分 0.675 月分 1.225 月分 0.675 月分

12 月期 1.325 月分 0.675 月分 1.375 月分 0.675 月分

計 2.55 月分 1.35 月分 2.60 月分 1.35 月分

退職手当

町 国

（支給率） 自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・勧奨

勤続 20 年 23.03 月 28.7875 月 23.03 月 28.7875 月

勤続 25 年 32.83 月 38.955 月 32.83 月 38.955 月

勤続 35 年 46.55 月 55.86 月 46.55 月 55.86 月

最高限度 55.86 月 55.86 月 55.86 月 55.86 月

※退職手当基本額に、職務の級等により調整額が加算される場合があります。
※定年前早期退職者に対しては、勤続期間等により退職手当の基本額に加
算される場合があります。

繆 一般行政職の級別職員数（平成25年４月１日現在）

区分 1級 2級 3 級 4 級 5 級 6 級 合計

標準的な業務 主事補・主事 主事 係長・主査 主幹・課長補佐
・主任主査 課長・主幹 課長

職員数（人） 11 4 27 33 14 3 92

構成比（％） 12.0 4.3 29.3 35.9 15.2 3.3 100

参考 前年度構成比 11.0 2.2 33.0 32.9 16.5 4.4 100

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、公営企業職、技能労務職を除いた行政職員です。

繦 職員数の状況（総数）

部

門

一般行政部門 特別行政
部門 一

般
会
計

公営事業部門

計議

会

総
務
企
画

税

務

民
生
衛
生

商
工
労
働

農
林
水
産

土

木

小

計

教

育

水

道

そ
の
他

小

計
平成
25年 2 29 9 50 4 9 8 111 15 126 8 14 22 148

平成
24年 2 29 9 54 2 10 7 113 19 132 8 14 22 154

差引 0 0 0 △ 4 2 △ 1 1 △ 2 △ 4 △ 6 0 0 0 △ 6

縻 定員適正化計画の年次別進捗状況
一般行政 特別行政（教育） 公営事業等（水道等） 計

職員数 増 減 数 職員数 増減数 職員数 増 減 数 職 員 数 増 減 数

第1次計画
（平成7年～

16年）

平成6年（計画前年） 175 45 14 234

平成16年度 135 △ 40 43 △ 2 22 8 200 △ 34

目標 208

達成率 104%

第2次計画
（平成16年～

25年）

平成16年度（基準年） 135 43 22 200

平成24年度 113 △ 22 19 △ 24 22 0 154 △ 46

平成25年度 111 △ 24 15 △ 28 22 0 148 △ 52

平成25年度（目標年） 113 △ 22 19 △ 24 18 △ 4 150 △ 50

達成率 109% 116% ー 104%

特殊勤務
手当 感染症等防疫作業手当　１日につき290円

時間外勤務
手当

正規の職員が勤務時間を越えて勤務したときに支給される
手当
職員一人当たりの平均支給年額 181,188 円

扶養手当 配偶者 13,000 円　配偶者以外の扶養家族 6,500 円

住居手当 借家
借間

月額 9,500 円を超える家賃を支払っている職員
に対し 100 円から 27,000 円

通勤手当

交通機関
等利用者

61,000 円まで全額、61,000 円を超えた場合、
その超えた額の 2 分の 1 の額を 61,000 円に加
えた額

交通用具
利用者 通勤距離に応じて 2,400 円から 47,700 円

管理職手当 課長の職にある職員　　　　給料月額× 12/100
課長補佐の職にある職員　　給料月額× 6/100
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石川
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●中谷第一
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●中谷第二
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沢田自治センター
沢田児童館
●
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町
内
の
5
0
7
メ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
放
射
線
量
の
最
も
高
か
っ
た
メ
ッ
シ
ュ
で
は
毎
時
0・1
８
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
最
も
低
か
っ

た
メ
ッ
シ
ュ
で
は
0・0
7
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
ッ
シ
ュ
全
体
の
平
均
で
は

毎
時
0・1
1
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

測定日：
平成25年7月30日～10月9日

測定機器
●日立アロカメディカル社製　TCS-172B
　NaI(Tl)シンチレーション方式　エネルギー補償型

石
川
町
内
の
放
射
線
量
の
調
査
に
つ
い
て
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●野木沢自治センター●野木沢自治センター
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●

沢田自治センター
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歴史民俗資料館●

石川町役場●石川町役場●

第二保育所●第二保育所●
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今回調査 第1回調査
H25.7.30
～10.9 全体比率 H23.7.20

～8.15
毎時0.10
マイクロシーベルト以下 229か所 45.2％ 0.4％

毎時0.11～0.15
マイクロシーベルト 264か所 52.1％ 27.3％

毎時0.16～0.20
マイクロシーベルト 14か所 2.7％ 56.7％

毎時0.21～0.25
マイクロシーベルト 該当なし 15.4％

毎時0.26～0.30
マイクロシーベルト 該当なし 0.2％

毎時0.31
マイクロシーベルト以上 該当なし 該当なし

町内平均放射線量
（マイクロシーベルト毎時） 0.110 0.173

世界の放射線量と石川町の放射線量
世界放射線量測定マップは、SafeCastのデータを公表しています。
測定機器・測定方法は異なります。  

世界の都市の放射線量 放射線量
（μSv/h) 調査日

韓国　ソウル 0.14 2011.9.24
中国　北京 0.09 2011.11.6

シンガポール　シンガポール 0.17 2012.6.12
アラブ首長国連邦　ドバイ 0.07 2011.9.11

スイス　ローザンヌ 0.09 2012.3.24
アメリカ　ニューヨーク 0.11 2011.12.9

ハワイ　ホノルル 0.06 2011.7.17
オーストラリア　ケアンズ 0.12 2011.12.26
ウクライナ　プリチャチ 0.21 2012.12.20
フィンランド　タンペレ 0.59 2012.12.20

ドイツ　ミュンヘン 0.56 2012.12.20
オランダ　ロッテルダム 0.33 2012.12.20
日本　石川町全域平均 0.11 2013.7.30～10.9

※世界放射線量測定マップは以下のURLで
　ご覧になることができます。
　http://fukushima-radioactivity.jp/
　world-mapsearch.php







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

広報いしかわ 11 月号 ● 12

遠藤　成美さん（18歳)　●立ヶ岡

▶次回は、遠藤さんの紹介で岡部　真也さんです。

職 業▶社会福祉法人桜が丘学園で支援員と
して働いています。

Q 

Q 

Q 

Q 

A

A

A

A

今、情熱を傾けて取り組んでいることは
何ですか
仕事です。まだまだ覚えることがたくさ
んあるので日々奮闘中です。
将来やってみたいことや夢を聞かせてく
ださい
マイホームを持ち幸せな家庭を築くこと
です。
将来どんな町になって欲しいですか
魅力ある町になって欲しいです。
最後に理想のタイプは
おもしろくて何事にも一生懸命な人で
す。

陣野　來
ら
々
ら
ちゃん（1歳）

「活発な女の子だけど、
らぁちゃんの事が大好きで大好きで
大切な宝物だよ!!」

パパ・ママより　松木下



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚

13 ● 広報いしかわ 11 月号

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
3
人
、
孫
が
7
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
35
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。
農
業

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
山
間
地
の
田
ん
ぼ
で

米
を
作
る
と
２
等
米
や
３
等
米
な
ど
に
な
る
こ
と
も
あ

り
、
農
業
だ
け
で
食
べ
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
、
木
を

伐
り
出
し
た
り
し
て
収
入
を
得
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

が
大
き
く
な
る
と
出
稼
ぎ
や
夫
婦
で
建
設
作
業
員
と
し

て
も
働
き
、
朝
晩
に
農
作
業
を
行
う
な
ど
、
苦
労
も
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
が
素
直
に
育
っ
て
く
れ

た
こ
と
は
よ
か
っ
た
で
す
。
現
在
は
学
生
の
孫
の
送
迎

や
食
事
の
準
備
な
ど
で
夫
婦
そ
ろ
っ
て
孫
の
面
倒
を
見

て
い
ま
す
が
、
孫
の
成
長
を
見
る
こ
と
は
楽
し
い
で
す
。

今
後
も
孫
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

万
里
…
キ
ノ
コ
採
り
が
好
き
で
す
。
原
発
の
関

係
で
孫
に
は
食
べ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
は

つ
ら
い
で
す
が
、
こ
の
時
期
は
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
も
好
き
で
す
。

マ
ス
ヨ
…
花
や
野
菜
を
育
て
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

な
か
な
か
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ニ
ホ

ン
ブ
ナ
に
霧
が
幻
想
的
に
広
が
っ
た
風
景
は
と

て
も
き
れ
い
で
好
き
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

子
ど
も
達
が
通
学
す
る
う
え
で
、
公
共
交
通
機

関
が
使
い
に
く
い
の
で
、
連
絡
を
取
り
合
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
道
路
幅
が
狭
い
と

こ
ろ
や
草
が
伸
び
放
題
の
と
こ
ろ
、
整
備
さ
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
が
多
く
、
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
道
な
ど
で
あ
れ
ば
関
係
機
関

に
連
絡
す
る
な
ど
し
て
ほ
し
い
で
す
。
中
心
部
以
外
に

も
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
た
町
政
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

AAA

A A

QQ Q

Q Q

　町民アンケート調査から重点施策と位置付けられた施策を除く、
基本計画の部門別施策について紹介します。
　地域福祉の推進においては、今まで地域福祉ネットワーク関
係機関合同会議、講演会等の開催や相談別に支援の流れをわか
りやすく表記した小冊子を作成しました。また、消費生活相談
に関する研修会の開催やチラシを配布し注意喚起に努めてきま
した。
　近年は、急速な少子高齢化、核家族化の進行や家族形態・生

活形態の多様化に加え、プライバシー意識の高まりなどから、
地域での交流やつながりが希薄化、消極化し、家族や地域で
支えあう機能が弱まっている中で、福祉に対する要望は複雑化・
多様化しています。
　これらのニーズに応えるための施策の充実に加え、地域住
民が情報を共有しながら住民自ら福祉活動を展開して行く必
要があります。
　このことから、誰もが住み慣れた家庭や地域で安心して生
活できる地域福祉社会を実現するため、福祉への理解を深め
るとともに、地域福祉を推進する体制の充実を図ります。

みんなが主役
安心して生活できる地域福祉社会を協働と循環の

まちの実現に

向けて

石川町
第5次総合計画

氏名：三森　万里さん（72歳）
　　　　　マスヨさん（74歳）
住所：中田字田ノ作

孫の成長を見守っていきたいです

▲福祉関係者が集う地域ケア会議のようす
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い
し
か
わ
の
歴
史

故
郷
の
歩
み
を
学
ぶ

28
　
戦
争
へ
の
う
ね
り

�
樹
種
　
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

�
樹
齢
　
推
定
55
年

�
特
記
事
項

　
旧
山
橋
中
学
校
建
設
の
記
念
に
植
樹
を
行
っ
た
桜
で
す
。
旧
中
学
校

か
ら
地
区
公
民
館
、
自
治
セ
ン
タ
ー
と
周
辺
施
設
は
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、
4
月
に
な
れ
ば
昔
と
変
わ
ら
ず
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
続
け
て

い
ま
す
。

�
見
頃
　

4
月
下
旬

山橋自治センターの桜
南山形字中野沢地内石川桜めぐり

　
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
９
月
１
日

の
関
東
大
震
災
は
社
会
不
安
を
引
き
お

こ
し
、
経
済
に
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

銀
行
も
経
営
難
に
な
り
、
石
川
町
内
に

支
店
が
あ
っ
た
福
島
商
業
銀
行
と
須
賀

川
銀
行
が
破は

綻た
ん

し
ま
し
た
。
株
式
会
社

東
光
社
も
同
14
年
４
月
に
解
散
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）

10
月
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
始
ま
っ
た
世
界

恐
慌
は
日
本
に
も
波
及
し
、
輸
出
の
不

振
に
よ
り
企
業
で
の
人
員
整
理
・
失
業

者
の
増
加
、
労
働
強
化
、
休
業
・
倒
産

を
招
き
ま
し
た
（
昭
和
恐
慌
）。

　
農
村
で
も
生
糸
輸
出
の
激
減
に
よ
り

繭ま
ゆ
の
値
段
が
暴
落
し
た
う
え
に
、
東
北

地
方
の
凶
作
に
よ
る
大
飢き

き
ん饉
が
発
生
し
、

娘
の
身
売
り
、
小
作
人
の
増
加
な
ど
の

社
会
問
題
が
お
き
ま
し
た
。
政
府
は
農

村
対
策
と
し
て
「
救
村
道
路
改
修
事
業
」、

天
皇
が
資
金
を
下か

賜し

す
る
「
恩
賜
郷ご

う
ぐ
ら倉」、

自
作
農
創
設
の
た
め
の
御
料
地
払
い
下

げ
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
籾も

み
を
蓄

え
た
郷
倉
は
現
在
、
大
字
板
橋
・
南
山

形
に
残
っ
て
い
ま
す
し
、
旧
沢
田
村
の

御
料
地
も
払
い
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
政
治
は
政
党

が
担
い
、
政
友
会
と
民
政
党
の
二
大
政

党
が
ほ
ぼ
交
互
に
内
閣
を
つ
く
り
ま
し

た
。
し
か
し
こ
と
ご
と
く
対
立
し
、
政

争
を
く
り
返
し
ま
し
た
。
中
央
ば
か
り

で
な
く
、
石
川
町
で
も
よ
う
や
く
着
工

さ
れ
た
水
郡
線
の
停
車
場
を
め
ぐ
っ
て
、

昭
和
３
年
に
政
友
会
系
の
町
民
が
高
田

方
面
、
民
政
党
系
が
下
泉
方
面
を
主
張

し
政
府
に
陳
情
し
ま
し
た
。
し
か
も
両

党
は
当
時
成
長
著
し
い
三
菱
・
三
井
な

ど
の
大
財
閥
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、

国
民
か
ら
批
判
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
政
治
状
況
で
国
民
か
ら
期

待
さ
れ
た
の
が
、
東
北
農
村
の
惨
状
に

衝
撃
を
う
け
た
軍
の
若
手
将
校
た
ち
で

し
た
。
彼
ら
は
日
本
経
済
の
活
路
を
中

国
に
求
め
、
同
６
年
（
１
９
３
１
）
九

月
満
州
事
変
を
引
き
お
こ
し
、
満
州
（
中

国
で
は
東
北
）
領
有
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

国
内
で
は
右
翼
団
体
に
よ
る
テ
ロ
が
相

次
ぎ
、
翌
７
年
５
月
に
は
犬い

ぬ
か
い
つ
よ
し

養
毅
首
相

も
海
軍
将
校
に
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
て
政
党
政
治
は
行
き
詰
ま
り
、
軍

の
高
官
に
よ
る
内
閣
が
続
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
国
家
の
利
益
を
優
先
す
る

天
皇
中
心
の
国
家
主
義
が
マ
ス
コ
ミ
、

さ
ら
に
国
民
も
同
調
し
て
勢
力
を
の
ば

し
、
そ
れ
反
対
す
る
自
由
主
義
者
・
社

会
主
義
者
は
弾
圧
さ
れ
ま
し
た
。

　
若
手
将
校
は
軍
高
官
に
よ
る
政
治
に

も
あ
き
た
ら
な
い
で
「
昭
和
維
新
」
を

叫
び
、
同
11
年
（
１
９
３
６
）
配
下
の

部
隊
を
動
か
し
、
内
大
臣
（
前
首
相
）

斎さ
い
と
う
ま
こ
と

藤
実
ら
を
殺
害
す
る
反
乱
を
お
こ
し

ま
し
た
（
二・二
六
事
件
）。
こ
の
ク
ー

デ
タ
ー
は
失
敗
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
以

後
軍
の
中
枢
（
軍
部
）、
特
に
陸
軍
が

政
治
の
主
導
権
を
握
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
翌
12
年
７
月
、
日
本
軍
は
北
京

郊
外
廬ろ

こ
う
き
ょ
う

溝
橋
で
中
国
軍
と
衝
突
し
、
抜

き
差
し
な
ら
な
い
全
面
的
な
日
中
戦
争

に
突
入
し
ま
し
た
。

  

同
年
８
月
、
県
下
一
斉
防
空
訓
練
が

実
施
さ
れ
て
中
谷
村
で
も
演
習
が
あ
り
、

翌
年
２
月
に
は
戦
争
に
協
力
す
る
「
国

民
精
神
総
動
員
運
動
」
の
強
調
週
間
が

石
川
町
で
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

  
こ
う
し
て
誰
も
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
へ
の
歴

史
の
歯
車
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

昭和12年7月在郷軍人会による「戦勝
祈願祭」（『石川町史』第二巻による）



簡単おふかし

●食改さんの　　　　　　　
　難しく感じてしまうおふかしも、だし汁の分
量と蒸し時間を守れば簡単にできます。
　昆布だししょうゆを使用することで、ほかの
調味料は必要ありませんが、具材を煮るときに
砂糖やみりん等をお好みで入れてください。
　だし汁と合わせる水は、しいたけの戻し汁を
使用しても香りがあっていいですよ。戻し汁が
分量まで無い時は、水を足してください。具材
は、油揚げやしめじ、こんにゃくなどを入れても
美味しいです。
　ふかし缶のお湯は必ず沸騰してから米をのせ
て、決められた時間で蒸してください。

●食改さんの　　　　　　　
　難しく感じてしまうおふかしも、だし汁の分
量と蒸し時間を守れば簡単にできます。
　昆布だししょうゆを使用することで、ほかの
調味料は必要ありませんが、具材を煮るときに
砂糖やみりん等をお好みで入れてください。
　だし汁と合わせる水は、しいたけの戻し汁を
使用しても香りがあっていいですよ。戻し汁が
分量まで無い時は、水を足してください。具材
は、油揚げやしめじ、こんにゃくなどを入れても
美味しいです。
　ふかし缶のお湯は必ず沸騰してから米をのせ
て、決められた時間で蒸してください。

●栄養士のひとこと
　主食となるお米の栄養成分は主に炭水化物
が主体で、その中でも消化吸収されるものを糖
質、消化しにくい物を食物繊維と呼びます。炭
水化物は、体内に吸収されるとエネルギー源や
熱として利用されます。子どもが健やかに成長
するためにはなくてはならないものです。たん
ぱく質や脂質もエネルギー源となりえますが、
脳のエネルギー源としては炭水化物の糖質だけ
なので、朝食をしっかりとるようにすると、脳が
活発になります。
　ご飯は元気の源！一日を元気に過ごすために
ご飯をしっかり食べましょう。

●栄養士のひとこと
　主食となるお米の栄養成分は主に炭水化物
が主体で、その中でも消化吸収されるものを糖
質、消化しにくい物を食物繊維と呼びます。炭
水化物は、体内に吸収されるとエネルギー源や
熱として利用されます。子どもが健やかに成長
するためにはなくてはならないものです。たん
ぱく質や脂質もエネルギー源となりえますが、
脳のエネルギー源としては炭水化物の糖質だけ
なので、朝食をしっかりとるようにすると、脳が
活発になります。
　ご飯は元気の源！一日を元気に過ごすために
ご飯をしっかり食べましょう。

●作り方
①もち米は前日から水に浸してお
く。
②干ししいたけは水に戻してから、
薄切りにする。
③鶏肉はこま切れ、ごぼうは洗って
ささがきにして水にさらしアク抜
きをする。人参は薄切りのイチョ
ウ切りにする。
④鍋に②・③と昆布だししょうゆを
加えて下味をつけ、水分がなくな
るまで煮る。
⑤ふかし缶にお湯を沸かし、湯が沸
騰したら布巾に包んだ①のもち米
をふかし缶に入れて中火で２０分
蒸す。

●作り方
①もち米は前日から水に浸してお
く。
②干ししいたけは水に戻してから、
薄切りにする。
③鶏肉はこま切れ、ごぼうは洗って
ささがきにして水にさらしアク抜
きをする。人参は薄切りのイチョ
ウ切りにする。
④鍋に②・③と昆布だししょうゆを
加えて下味をつけ、水分がなくな
るまで煮る。
⑤ふかし缶にお湯を沸かし、湯が沸
騰したら布巾に包んだ①のもち米
をふかし缶に入れて中火で２０分
蒸す。

⑥蒸した米を大きなボウルに移し、
Aの昆布だししょうゆと水、④の
下味をつけた具材すべてを全体
的にかけ、ムラがないようによく
混ぜ合わせる。
⑦混ぜ合わせた⑥をまたふかし缶
に戻し真ん中を窪ませて、さらに
２０分蒸して出来上がり。

⑥蒸した米を大きなボウルに移し、
Aの昆布だししょうゆと水、④の
下味をつけた具材すべてを全体
的にかけ、ムラがないようによく
混ぜ合わせる。
⑦混ぜ合わせた⑥をまたふかし缶
に戻し真ん中を窪ませて、さらに
２０分蒸して出来上がり。

材料（米１升分）
もち米………………………１升
干ししいたけ………………５枚
鶏肉………………………500ｇ
ごぼう……………………200ｇ
人参…………………………50ｇ
昆布だししょうゆ………100㏄

Ａ
　昆布だししょうゆ……150㏄

　　水……………………350㏄{

◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
―
４
６
０
６
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「
最
期
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
に
」

～ 

第
9
回
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
会
か
ら 

～

　
地
域
の
み
な
さ
ん
と
関
係
機
関
が
集
ま
り
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
切
さ

を
確
認
す
る
「
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
会
」
は
9
月
26
日
に
共
同
福
祉
施

設
で
開
催
さ
れ
、
約
１
７
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
最
期
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
の
た
め
に
」

で
し
た
。　

　
第
一
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
3
名
の
方
か
ら
、
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
、
隣
近
所
の
支
え
あ
い
の
力
、
地
域
ぐ
る
み
で
実
現
し
た
在

宅
で
の
看
取
り
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
身
近
な
内
容
で
、
普
段
か
ら
近
所

が
つ
な
が
り
、
み
ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
、
ふ
く
し
ま
緩
和
ケ
ア
支
援
事
業
所
所
長 

田
中
嘉
章
先
生
の
、
在

宅
看
取
り
の
実
際
や
、
在
宅
で
の
看
取
り
が
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
つ

い
て
の
講
演
で
し
た
。
改
め
て
自
分
や
家
族
の
最
期
に
つ
い
て
考
え
、
も
の
の
見

方
・
考
え
方
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

　
以
下
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
感
想
で
す
。「
パ
ネ
ラ
ー
3
名
の
活
動
か
ら
、
地

域
に
生
き
る
役
割
を
十
分
発
揮
な
さ
っ
て
い
て
、
石
川
町
の
す
ば
ら
し
い
人
材
に

嬉
し
さ
を
感
じ
ま
す
」「
隣
近
所
の
見
守
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
い
か
に
大
切
か

を
感
じ
ま
し
た
。
私
の
近
所
に
も
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
が
い
る
の
で
、
も
っ
と
細

や
か
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」「
本
日
の
内
容
か
ら
、
我
々
地
域
住
民
の

意
識
が
よ
り
良
い
町
づ
く
り
に
繋
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。
最
期
ま
で
住
み
続
け
た

い
町
に
な
る
よ
う
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」「
超

高
齢
化
社
会
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
中
で
、
在
宅
で
の
看
取
り
の
重
要
性
を
痛
感

し
ま
し
た
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

う
つ
く
し
ま
、エ
コ・リ
サ
イ

ク
ル
製
品
の
募
集
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査

の
追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
15
歳
か
ら
17
歳
未
満
の
男
子
が
対
象

の
採
用
試
験
で
す
。
入
校
と
同
時
に
、

特
別
職
国
家
公
務
員
に
な
り
通
信
制
の

高
等
学
校
教
育
を
受
け
な
が
ら
、
将
来

自
衛
隊
の
技
術
陸
曹
を
養
成
す
る
制
度

で
す
。

 

一
般
採
用
試
験 

●
受
付
期
間

　
平
成
25
年
11
月
1
日
㈮

～
平
成
26
年
1
月
10
日
㈮

●
1
次
試
験

・
期
日　
平
成
26
年
1
月
18
日
㈯

・
会
場　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

・
試
験
科
目

　
　
国
・
社
・
数
・
理
・
英
・
作
文

●
2
次
試
験
（
1
次
試
験
合
格
者
の
み
）

・
試
験
科
目

　
　
口
述
試
験
、
身
体
検
査

 

推
薦
採
用
試
験 

●
受
付
期
間

　
平
成
25
年
11
月
1
日
㈮

～
平
成
25
年
12
月
6
日
㈮

●
試
験

・
期
日　
平
成
26
年
1
月
11
日
㈯

～
13
日
㈪
の
指
定
す
る
1
日

・
会
場　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

・
試
験
科
目

　
口
述
試
験
、
筆
記
試
験
、
身
体
検
査

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
白
河
地
域
事
務
所

　
　
☎
0
２
４
８
ı
２
４
ı
0
３
７
２

　
町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
し
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

者
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
や
補
強
計
画

の
作
成
を
行
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
対
象
と
な
る
建
物

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
住
宅

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
で
、

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
戸
建
て
住
宅

②
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
、
枠

組
壁
工
法
等
に
よ
る
木
造
3
階
建
て

以
下
の
住
宅

③
特
に
重
点
的
に
耐
震
化
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
る
住
宅
（
緊
急
輸
送
路
、

避
難
路
ま
た
は
避
難
地
等
の
沿
線
に

あ
る
住
宅
ま
た
は
高
齢
者
や
障
が
い

者
等
の
単
独
世
帯
及
び
同
居
し
て
い

る
世
帯
の
住
宅
）

●
費
用
負
担

　
派
遣
に
要
す
る
費
用
は
、
１
５
0
，

0
0
0 

円
ま
で
町
が
負
担
し
、
１
５

0
，0
0
0 

円
を
超
え
た
場
合
は
、
超

え
た
金
額
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　
12
月
27
日
㈮

●
申
込
方
法

　
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
住
宅
の
所

有
者
は
、
次
の
書
類
を
都
市
建
設
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
申
込
書

②
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
又
は
平
面

図
③
着
工
時
期
が
確
認
で
き
る
資
料
（
建

築
確
認
通
知
書
、
課
税
資
産
明
細
書

な
ど
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
建
設
課 
都
市
整
備
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
９
１
３
１

　
福
島
県
で
は
、
循
環
型
社
会
の
形
成

に
向
け
て
、
廃
棄
物
等
の
有
効
利
用
と

リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
育
成
を
図
る
た
め
、

主
と
し
て
県
内
で
生
じ
た
廃
棄
物
等
を

利
用
し
て
製
造
さ
れ
た
優
良
な
製
品
を

県
が
認
定
す
る
「
う
つ
く
し
ま
、
エ

コ
・
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認
定
制
度
」
を

実
施
し
、
本
制
度
に
よ
り
認
定
を
希
望

す
る
製
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間　

　
12
月
27
日
㈮
ま
で

●
応
募
方
法　

　
福
島
県
環
境
共
生
課
及
び
地
方
振
興

局
環
境
課
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
関
係
書

類
を
添
え
て
、
福
島
県
生
活
環
境
部
環

境
共
生
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
課

　
〒
９
６
0
ı
８
６
７
0

　
　
福
島
市
杉
妻
町
２
ı
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☎
0
２
４
ı
５
２
１
ı
７
２
４
８

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.fukushim

a.
jp/hozen/

　
石
川
町
建
設
工
事
、
測
量
、
製
造
、

物
品
購
入
（
修
繕
）
に
か
か
る
平
成
26

年
度
入
札
参
加
資
格
審
査
の
追
加
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間

　
12
月
2
日
㈪
～
12
月
20
日
㈮

　
※
土
日
・
祝
日
を
除
く

●
受
付
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
正
午
、

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時

●
受
付
場
所

　
地
域
づ
く
り
推
進
課　
管
理
係
（
本

庁
舎
２
階
）

●
申
請
書
類

　
県
様
式
に
準
ず
る
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
）

※
町
内
業
者
は
町
に
納
め
て
い
る
す
べ

て
の
納
税
証
明
書
を
添
付
く
だ
さ
い

※
建
設
工
事
申
請
は
経
営
規
模
等
評
価

結
果
通
知
書
の
写
し
を
添
付
く
だ
さ
い

●
申
請
方
法

　
持
参
及
び
郵
送
（
１
部
提
出
）

　
申
請
書
は
、
A
４
個
別
ホ
ル
ダ
ー
に

綴
じ
て
提
出
く
だ
さ
い

　
（
郵
送
の
場
合
は
、
80
円
切
手
を
添

付
し
た
定
型
長
3
封
筒
に
あ
て
先
を
記

入
の
う
え
同
封
し
て
く
だ
さ
い
）

※
12
月
20
日
㈮
の
当
日
消
印
有
効

●
有
効
期
間

　
平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
1
年
間

●
そ
の
他

　
詳
細
は
、
石
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

●
郵
送
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
９
６
３
ı
７
８
９
３

　
　
石
川
町
字
下
泉
１
５
３
ı
２

　
　
　
地
域
づ
く
り
推
進
課　
管
理
係

☎
２
６
ı
９
１
１
５
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★対象児童及び定員について
区　分 施　設　名 定員 対　象　児　童

認可
保育所

第一保育所（町立）
石川町字古館143-1 120名 平成20年4月2日から平成25年4月1日までに生まれた児童

認可
保育所

第二保育所（町立）
石川町字松木下62-1 90名

平成20年4月2日から平成25年4月1日までに生まれた児童、
及び平成25年4月2日以降に生まれた6ヵ月以上の乳児　
(乳児は定員6名)

認可
保育所

野木沢保育所（町立）
石川町大字曲木字燈籠場7 45名 平成20年4月2日から平成23年4月1日までに生まれた児童

認可
保育所

認定こども園
クローバー保育園（私立）
石川町字当町67-2

60名
平成20年4月2日から平成25年4月1日までに生まれた児童、
及び平成25年4月2日以降に生まれた6ヵ月以上の乳児　
(乳児は定員3名)

児童館 沢田児童館（町立）
石川町大字沢井字大池下77-1 ― 平成20年4月2日から平成23年4月1日までに生まれた児童

　1　申込ができるのは上記の対象児童であって、保護者等が就労等により家庭で保育することができない児
童に限ります。保護者等が求職中の場合でも申込ができますが、入所後一定期間内に就職が決定しない
場合は、退所していただく場合もあります。

　2　募集の結果、定員を大幅に超えた場合等は、第一希望の保育所に入所できない場合があります。

★保育時間について
施　設　名 保育時間（月曜日～金曜日） 保育時間（土曜日）

第一保育所 午前7時15分～午後6時15分 午前7時15分～正午

第二保育所 午前7時15分～午後6時15分 午前7時15分～午後6時15分

野木沢保育所 午前8時00分～午後5時45分 午前8時00分～正午

クローバー保育園 午前7時00分～午後6時00分 午前7時00分～午後6時00分

沢田児童館 午前8時00分～午後4時00分 午前8時00分～正午

　第一保育所及び第二保育所は通常保育終了後から午後6時45分まで30分の延長保育を行います。また、ク
ローバー保育園も通常保育終了後から午後6時30分まで30分の延長保育を行います。（いずれも料金は別途）

★保育料について
　保育料・児童館使用料は町の徴収条例・規則により決定します。

★申込受付期間
　11月11日（月）から11月30日（土）まで

★申込先
　1　保健福祉課児童福祉係及び各保育所・児童館にて申込用紙等の交付を受け、必要事項を記入の上、希望

する各保育所・児童館へ直接申し込みください。
　2　現在保育所等に入所している児童で平成26年度以降も引き続き同一施設に入所を希望する場合は、申込

の必要はありません。ただし、家庭状況調査書等の必要書類は提出していただくことになります。
　※詳しくは、申込用紙等と一緒に交付される平成26年度保育所（児童館）入所案内をご覧ください。

●お問い合わせ先　保健福祉課児童福祉係　☎26-0811

平成26年度町内認可保育所及び児童館の入所児童を募集します
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11
月
15
日
㈮
か
ら
翌
年
2
月
15
日
㈯

ま
で
は
狩
猟
期
間
で
す
。（
イ
ノ
シ
シ

に
つ
い
て
は
3
月
15
日
㈯
ま
で
）

　
狩
猟
者
の
方
は
、
法
令
や
マ
ナ
ー
の

厳
守
、
十
分
な
安
全
確
認
を
徹
底
し
、

狩
猟
事
故
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
山
仕
事
な
ど
で
山
に
入
ら
れ

る
方
は
、
赤
や
オ
レ
ン
ジ
色
の
目
立
つ

服
を
着
た
り
、
携
帯
ラ
ジ
オ
を
か
け
る

な
ど
し
て
、
自
分
の
存
在
を
狩
猟
者
に

知
ら
せ
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人

で
も
労
働
者
を
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
総
務
部
労

働
保
険
徴
収
室
、
又
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
、
公
共
職
業
安
定
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室

☎
0
２
４
ı
５
３
６
ı
４
６
0
７

　
警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の
指

名
手
配
被
疑
者
を
選
定
し
、
11
月
中
に

総
力
を
挙
げ
た
追
跡
捜
査
を
行
い
ま
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た

捜
査
活
動
に
は
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
が

必
要
で
す
。
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く

似
た
人
を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
警
察
署

☎
２
６
ı
２
１
９
１

　
ま
た
は
各
駐
在
所
へ

　
個
人
事
業
税
と
は
、
事
業
を
営
ん
で

い
る
個
人
に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で

す
。

　
今
年
度
の
第
２
期
分
の
納
期
限
は
12

月
2
日
㈪
で
す
。
県
中
地
方
振
興
局
県

税
部
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に

よ
り
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
納
税
に

よ
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
新
た
に
口
座
振
替
を
申
し

込
ま
れ
た
場
合
は
、
来
年
度
か
ら
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部　

課
税
第
一
課
事
業
税
チ
ー
ム

☎
0
２
４
ı
９
３
５
ı
１
２
５
１

　
改
正
さ
れ
た
「
動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
法
律
（
動
物
愛
護
管
理

法
）」
が
平
成
25
年
9
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
律
の
改
正
に
よ
っ
て
、
動
物
の
所

有
者
は
責
務
と
し
て
、
動
物
が
そ
の
命

を
終
え
る
ま
で
適
切
に
飼
養
す
る
こ
と

（
終
生
飼
養
）
が
明
記
さ
れ
、
ま
た
、

そ
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
犬
猫
の
引
き
取
り
を

飼
い
主
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

都
道
府
県
が
引
き
取
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
改
正
動
物
愛
護
管
理
法
に
よ

り
、
終
生
飼
養
の
原
則
に
反
す
る
引
き

取
り
を
拒
否
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
自
ら
の
病
気
な
ど
に
よ
り
ど
う
し
て

も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
自
分

で
新
た
な
飼
い
主
を
探
す
、
動
物
愛
護

団
体
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
、
譲
渡
先

を
見
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
引
き
取
り
を
拒
否
で
き
る
例
：
動
物

取
扱
業
者
か
ら
の
引
き
取
り
、
繰
り
返

し
て
の
引
き
取
り
、
老
齢
や
病
気
を
理

由
と
し
た
引
き
取
り
な
ど
）

　
ま
た
、
愛
護
動
物
を
み
だ
り
に
殺

傷
・
遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
と
な
り
、

こ
の
度
の
、
改
正
動
物
愛
護
管
理
法
に

よ
り
、
罰
則
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
み
だ
り
な
殺
傷
：
２
0
0
万
円
以
下

の
罰
金
な
ど

・
遺
棄
（
捨
て
た
り
放
置
す
る
こ
と
）：

１
0
0
万
円
以
下
の
罰
金

・
動
物
の
虐
待
：
１
0
0
万
円
以
下
の

罰
金

　
飼
い
主
の
責
任
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

飼
っ
て
い
る
動
物
の
所
有
の
明
示
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
所
有
の
明
示
に
つ
い
て
は
、
名

札
、
脚
輪
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
な
ど
の

方
法
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
皮
下
に
埋
め
込

む
こ
と
か
ら
、
名
札
や
首
輪
の
よ
う
に

外
れ
た
り
、
と
れ
た
り
す
る
心
配
が
な

く
、
平
常
時
の
逸
走
だ
け
で
な
く
、
緊

急
災
害
時
等
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
と

き
で
も
発
見
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
鑑

札
な
ど
の
装
着
の
義
務
が
あ
り
ま
す
の

で
、
愛
犬
に
必
ず
鑑
札
を
装
着
し
て
く

だ
さ
い
。

　
産
業
振
興
課　
農
林
整
備
係

☎
２
６
ı
９
１
２
８

●
期
間　
11
月
９
日
㈯
～
11
月
15
日
㈮

平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

『
消
す
ま
で
は　
心
の
警
報　
Ｏ
Ｎ
の

ま
ま
』

　
石
川
町
内
で
は
今
年
に
入
っ
て
住
宅

個
人
事
業
税
の

納
期
の
お
知
ら
せ

動
物
愛
護
管
理
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

動
物
の
飼
い
主
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う

平
成
25
年
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て

11
月
は「
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
」で
す

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
御
協
力
を
！

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

火
災
が
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
も
う
一
度
火
災

予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
石
川
町
の
地
名
に
ち
な
ん
だ
、
次
の

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
み
な
さ
ん
で
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

い
…
い
け
な
い
よ
！
子
供
の
火
遊
び

し
…
し
っ
か
り
点
検
！
暖
房
器
具

か
…
必
ず
確
認
！
ガ
ス
の
元
栓

わ
…
わ
が
家
を
守
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
●
住
宅
用
火
災
警
報
器
取
り
付
け
ま
し

た
か
？

　
平
成
23
年
6
月
1
日
か
ら
既
存
住
宅

に
対
す
る
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の

設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か
ら
2
年
が
経

ち
ま
し
た
。
ご
自
宅
へ
の
設
置
は
も
う

お
済
み
で
す
か
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ

と
で
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
事
例
が
全
国
か

ら
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
な

い
ご
家
庭
は
、
大
切
な
家
族
を
守
る
た

め
に
１
日
で
も
早
い
設
置
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
消
防
署

☎
２
６
ı
３
１
６
１

　
須
賀
川
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.sukagaw

a119.
jp/
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　児童虐待に関する相談件数は依然として増加しており、特に子どもの生命が奪われるなど重大な事件も後
を絶たない状況において、児童虐待問題は社会全体で解決すべき重要な課題となっています。
　こうした状況を踏まえ、平成16年度から児童虐待の防止等に関する法律が施行された11月を「児童虐待防
止推進月間」と位置付け、児童虐待問題に対する社会的関心の喚起を図るため、児童虐待防止のための広報・
啓発等の各種の取り組みを全国的に実施しています。

児童虐待とは
　児童虐待とは、親や保護者によってなされる子どもの心身を傷つけ、健やかな成長発達を損なう行為又は
不行為です。たとえ親の愛情から行われた「しつけ」であっても、子どもの安全が守られていない状態であ
れば、それは虐待であると言えます。
●児童虐待防止法では、虐待を次の4つの行為であると定義しています。

身体的虐待 児童の身体に外傷が生じる又は生じる恐れがある暴行を加えること。（例えば、殴る、蹴る、
逆さ吊りにする、熱湯をかける、冬季に戸外に締め出すなど）

性的虐待 児童にわいせつな行為をすること又はさせること。（例えば、性交や性的行為の強要、性器や
性交を見せる、ポルノ写真の被写体にするなど）

ネグレクト
児童の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食や長時間の放置、その他の保護者としての
監護を著しく怠ること。（例えば、食事を与えない、不衛生な環境に置く、病院に連れて行かない、
家や車内に放置するなど）

心理的虐待
児童に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応、同居する配偶者等に対する暴力、その他の
児童に著しい心理的外傷を与える言動を行うこと。（例えば、脅す、無視する、心を傷つける
ことを繰り返し言う、配偶者などに暴力をふるうなど）

児童虐待を防止するには
　子育てには悩みや不安がつきもので、それをひとりで抱え込むことが、いつの間にか児童虐待へとつながっ
てしまう場合があります。
　次の相談窓口があり、あなたからの相談をお待ちしています。秘密は厳守されますので、ひとりで悩まず、
気軽に相談してください。
●児童虐待に関する相談窓口
　　石川町保健福祉課児童福祉係　☎26-0811（月～金8：30～17：15）（左記時間外は役場代表☎26-2111）
　　児童相談所全国共通ダイヤル　☎0570-064-000（24時間受付）

11月は児童虐待防止推進月間です

●平成25年度「児童虐待防止推進月間」標語
　『さしのべた　その手がこどもの　命綱』

オレンジリボン運動
　児童虐待防止の象徴としてオレンジリボンを広める市民運動です。
　平成16年9月、栃木県小山市で2人の幼い兄弟が、父の知人に暴力を受けたうえ、橋の上から落とされ
亡くなるという痛ましい事件が起きました。
　その事件をきっかけとして小山市の「カンガルーOYAMA」が、子どもの虐待防止を目指して平成17
年にオレンジリボンキャンペーンを始め、NPO法人「里親子支援のアン基金プロジェクト」がその活
動に協力し、大きく育てました。平成18年からは、「児童虐待防止全国ネットワーク」が総合窓口を担い、
全国的にオレンジリボン運動として活動を広げています。
　オレンジリボンには、児童虐待の現状を広く知ってもらい、虐待を防止し、虐待を受けた子どもが幸
福になれるように、との願いが込められています。
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農
業
委
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
た
め

に
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
よ
る
選

挙
人
名
簿
登
載
の
申
請
が
必
要
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
で
き
る
条
件

①
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
石
川
町
に
住
所
が
あ
る
こ

と
②
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
経
営
主
と
そ
の
家
族

③
年
間
、
お
お
む
ね
60
日
以
上
の
農
業

従
事
日
数
が
あ
る
こ
と

●
申
請
の
方
法

①
申
請
で
き
る
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

方
の
み
申
請
し
て
く
だ
さ
い

②
申
請
書
は
12
月
中
旬
ご
ろ
に
郵
送
い

た
し
ま
す

③
返
信
用
封
筒
を
同
封
い
た
し
ま
す
の

で
、
郵
送
に
て
１
月
１
日
㈬
以
降
、

１
月
10
日
㈮
ま
で
に
町
農
業
委
員
会

ま
で
郵
便
で
返
信
し
て
く
だ
い

※
今
年
度
よ
り
提
出
方
法
が
、
返
信
用

封
筒
に
よ
る
提
出
に
変
更
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
２
６
ı
９
１
２
９

　
石
川
手
話
サ
ー
ク
ル
太
陽
で
は
手
話

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
教
室
を
通
し
て
一
人
で
も
多
く
の
方

に
、
手
話
へ
の
興
味
や
障
が
い
者
へ
の

理
解
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

●
日
時

　
11
月
6
日
㈬
～
12
月
4
日
㈬

　
毎
週
水
曜
日

（
午
後
7
時
30
分
～
午
後
9
時
）

　
5
回
コ
ー
ス

●
場
所

　
石
川
町
公
民
館
（
第
4
会
議
室
）

●
主
催　
石
川
手
話
サ
ー
ク
ル
太
陽

●
参
加
費
は
無
料
で
す
。

●
お
申
し
込
み
先

　
石
川
町
公
民
館　

☎
２
６
ı
２
５
６
６

※
開
催
中
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
手
話
サ
ー
ク
ル
太
陽
会
長
大
野

　
☎
0
９
0
ı
３
６
４
６
ı
５
８
７
３

　
県
で
は
平
成
4
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
23
年
4
月
1
日
生
ま
れ
ま
で
の
方

を
対
象
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
並
び
に
町

内
の
各
保
育
所
・
児
童
館
・
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
に
お
い
て
甲
状
腺
検
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
対
象
に
な
ら
れ
た
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
県
立
医
科
大
学
よ
り
す
で

に
通
知
が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
指

定
さ
れ
た
日
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
医
大
放
射
線
医

学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎

0
２
４
ı
５
４
９
ı
５
１
３
0
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
る
方
は
、
入

所
さ
れ
て
い
な
い
方
と
高
校
生
以
上
の

方
に
な
り
ま
す
。
期
日
は
11
月
12
日
㈫
、

20
日
㈬
で
す
。

　
対
象
外
で
甲
状
腺
検
査
並
び
に
内
部

被
ば
く
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
、
無
料

で
検
査
が
で
き
ま
す
の
で
、
震
災
復
興

支
援
放
射
能
対
策
研
究
所
（
平
田
村
）

（
☎
５
７
ı
５
0
１
２
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
規
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平

成
23
年
3
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現
在

就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内

企
業
と
の
面
接
会
を
福
島
市
と
郡
山
市

で
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日　
11
月
6
日
㈬

　
～
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
・
二
本
松
管

内
の
企
業
40
社
が
参
加
予
定
～

〈
実
施
内
容
〉

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
午
後
0
時
30
分
～
午
後
1
時

　
合
同
就
職
面
接
会

　
　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

〈
会
場
〉

　
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

　
（
福
島
市
野
田
町
１
ı

10
ı

41
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
☎
0
２
４
ı
５
３
４
ı
0
４
６
６

◆　
　
　
　
◆

●
開
催
日　
11
月
25
日
㈪

　
～
県
内
の
若
者
応
援
企
業
60
社
が
参

加
予
定
～

〈
実
施
内
容
〉

　
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　
午
前
11
時
～
午
前
11
時
40
分

　
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　
　
正
午
～
午
後
0
時
50
分

　
事
業
所
映
像
放
映

　
　
午
後
0
時
50
分
～
午
後
3
時
30
分

　
合
同
就
職
面
接
会

　
　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

〈
会
場
〉

　
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス

（
郡
山
市
中
町
10
ı

10
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
0
２
４
ı
５
２
９
ı
５
３
９
６

※
そ
の
他

①
い
ず
れ
の
日
程
も
事
前
申
込
不
要
で

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
開
催
1
週
間
前
に
、

福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担

当
者
と
の
個
別
相
談
、
安
定
所
等
各

機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

　
２
0
１
４
『
福
島
県
民
手
帳
』、『
福

島
県
勢
要
覧
』
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
代
金
を
持
参

の
う
え
、
石
川
町
役
場
地
域
づ
く
り
推

進
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
販
売
物　

『
福
島
県
民
手
帳
』
１
冊

・
月
間
ダ
イ
ア
リ
ー　
横
罫
版
（
濃
茶
）

　
５
0
0
円
（
税
込
）

・
月
間
ダ
イ
ア
リ
ー　
カ
レ
ン
ダ
ー
版

（
薄
い
水
色
）　
５
0
0
円
（
税
込
）

『
福
島
県
勢
要
覧
』
１
冊　
１
，５
0

0
円
（
税
込
）

●
販
売
期
間

　
11
月
1
日
㈮
～
11
月
29
日
㈮

　
※
土
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

●
販
売
場
所

　
地
域
づ
く
り
推
進
課
（
本
庁
舎
２
階
）

※
販
売
物
が
無
く
な
り
次
第
、
終
了
と

な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
づ
く
り
推
進
課　
管
理
係

☎
２
６
ı
９
１
１
５

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

２
０
１
４『
福
島
県
民
手
帳
』『
福

島
県
勢
要
覧
』販
売
の
お
知
ら
せ

「
平
成
25
年
度
手
話

教
室
」開
催
の
お
知
ら
せ

甲
状
腺
検
査
の
お
知
ら
せ
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平
成
26
年
の
新
春
を
皆
様
と
一
緒
に

祝
う
た
め
、
恒
例
の
新
年
互
礼
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
前
回
参
加
さ
れ
た
方
等
に
つ

い
て
は
、
今
月
末
に
別
途
ご
案
内
し
ま

す
。

●
日
時　
平
成
26
年
1
月
6
日
㈪

　
　
　
　
午
後
4
時
開
会

●
会
場　
ホ
テ
ル
松
多
屋

●
参
加
費　
2
，５
0
0
円

●
申
込
方
法　
参
加
費
を
持
参
の
う
え

役
場
総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　
11
月
15
日
㈮
か
ら
12
月

13
日
㈮
ま
で

●
そ
の
他

①
申
し
込
み
の
際
「
新
春
に
あ
た
っ
て

の
ひ
と
こ
と
（
60
字
以
内
）」
を
ご

記
入
願
い
ま
す
。

②
準
備
の
都
合
上
、
当
日
欠
席
の
場
合

に
参
加
費
の
返
還
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
福
島
県
が
石
川
郡
を
対
象
に
策
定
し

て
い
る
石
川
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
案
の
縦
覧
及
び
変
更
に
係
る
公

聴
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

《
縦
覧
》

●
日
時

　
11
月
1
日
㈮
～
15
日
㈮

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
（
平
日

の
み
）

●
場
所

　
福
島
県
庁
都
市
計
画
課
内
（
西
庁
舎

4
階
）

　
福
島
県
県
中
建
設
事
務
所
企
画
調
査

課
内

　
石
川
町
都
市
建
設
課
内

《
公
聴
会
》

●
日
時　
11
月
27
日
㈬　
午
後
6
時
30

分●
会
場　
石
川
町
総
合
体
育
館
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

●
公
述
の
申
出

　
計
画
案
に
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
公

述
人
（
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述

べ
る
人
）
と
し
て
、
11
月
15
日
㈮
ま
で

に
、
住
所
、
氏
名
、
意
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
理
由
、
意
見
の
要
旨
を
縦
覧
場

所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
所
定
の
用

紙
に
記
載
し
、
公
述
の
申
し
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
公
述
人
の
資
格
は
、
石
川
都
市
計
画

区
域
内
の
住
民
に
限
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
土
木
部
都
市
計
画
課

☎
0
２
４
ı
５
２
１
ı
７
５
0
７

農
業
日
誌

　
「
日
記
欄
」「
収
支
欄
」「
経
営
記
録

欄
」
の
三
つ
か
ら
な
り
、
そ
の
日
の
日

記
を
作
業
記
録
と
と
も
に
記
入
で
き
ま

す
。
ま
た
、
一
月
に
1
回
集
計
を
記
入

す
れ
ば
、
1
年
後
に
は
そ
の
年
の
収
支

が
計
算
で
き
、
青
色
申
告
の
基
礎
と
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◉
Ｂ
６
判
６
0
0
頁
（
予
定
）

◉
定
価　
1
，４
７
0
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌

　
1
日
の
日
記
欄
に
た
っ
ぷ
り
と
そ
の

日
の
こ
と
が
記
入
で
き
ま
す
。
1
日
の

終
わ
り
、
そ
の
日
を
振
り
返
り
な
が
ら

短
い
日
記
を
ま
と
め
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

日
々
の
思
い
を
書
く
か
、「
農
業
の
記

録
」
と
す
る
か
、
自
由
に
決
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◉
Ｂ
５
判
３
４
0
頁
（
予
定
）

◉
定
価　
1
，４
７
0
円

新
農
家
暦

　
1
年
の
備
忘
録
と
し
て
最
適
。「
12

か
月
暦
」「
農
作
業
暦
」「
生
活
便
利
メ

モ
」
や
「
健
康
情
報
」
な
ど
農
作
業
に

役
立
つ
基
本
情
報
や
日
常
生
活
に
役
立

つ
情
報
が
満
載
で
す
。

◉
Ａ
５
判
88
頁

◉
定
価　
５
0
0
円　

●
申
込
期
限

　
11
月
25
日
㈪

●
予
約
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
農
政
係

☎
２
６
ı
９
１
２
６

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
総
務
係

☎
２
６
ı
２
１
１
１

　
返
済
で
き
な
い
借
金
（
多
重
債
務
）

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
借
り
て
は
返

す
日
々
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
多
重
債
務
は
、
放
置
し
た
ま
ま
で
は

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
返
済
に
追
わ
れ
て
苦
し

い
生
活
を
送
る
よ
り
、
一
日
も
早
く
借

金
を
整
理
し
て
、
落
ち
着
い
た
生
活
を

取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、「
高
額
の
品
物
を
買
わ
さ
れ

防災行政ラジオを貸与します

　町では防災行政無線の難聴地域を解消する
ため、室内で無線内容を聞くことができる防
災行政ラジオを貸与します。（※すでに戸別
受信機が設置されている世帯は対象外です）
　貸与を希望する方は、役場総務課へお申し
込みください。なお、行政区に加入をしてい
る方で10月に行政区長、組長を通して、申請
が済んでいる方は、手続き不要です。
　詳しくはお問い合わせください。
●お問い合わせ先
　総務課総務係　☎26-2111

て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

え
て
し
ま
っ
た
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時

　
11
月
13
日
㈬

　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●
場
所　
石
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

電
話
等
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
６
ı
８
４
１
６

　
町
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
相
談

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　
11
月
16
日
㈯

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
案
の
縦
覧
、

変
更
に
係
る
公
聴
会
に
つ
い
て

平
成
26
年
新
年

互
礼
会
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
版

「
農
業
日
誌
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
」

及
び「
新
農
家
暦
」予
約
受
付
中

弁
護
士
に
よ
る
無
料

相
談
会
の
お
知
ら
せ

定
例
行
政
相
談
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特
設
人
権
相
談
所
開
設

の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」強
化
週
間
実
施
の
お
知
ら
せ

郡
山
年
金
事
務
所
に
よ
る
予
約
制

の
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

心
配
ご
と
相
談

　
12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
は
、
人
権

週
間
で
す
。

　
石
川
町
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
次
に

よ
り
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
困

り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
12
月
6
日
㈮

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

　
　
　
　
山
橋
自
治
セ
ン
タ
ー

　
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
は
、
特
設
相

談
所
開
設
日
以
外
で
も
、
皆
さ
ん
の
人

権
擁
護
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
権
侵
害
な
ど
の
人
権
問
題
で
悩
ん
だ

場
合
は
、
各
地
区
の
人
権
擁
護
委
員
、

ま
た
は
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

●
地
区
の
担
当
委
員

　
石
川
地
区
：
丹
内　
春
夫

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
５
５
１
２

　
沢
田
地
区
：
郷　
　
信
子

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
0
６
５
２

　
山
橋
地
区
：
須
藤　
洋
子

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
３
６
５
８

　
中
谷
地
区
：
角
田　
靜
夫

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
５
７
４
８

　
母
畑
地
区
：
福
田　
德
一

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
６
４
８
１

　
野
木
沢
地
区
：
矢
吹　
重
光

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
６
２
５
0

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課
町
民
係

☎
２
６
ı
９
１
２
0

●
日
時

　
　
11
月
8
日
㈮
（
弁
護
士
相
談
）

　
　
午
後
1
時
～
午
後
3
時
※
要
予
約

　
　
11
月
25
日
㈪

　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
３
７
９
３

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
11
月
18
日
か
ら

11
月
24
日
ま
で
の
7
日
間
、
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
を
め

ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
人
権
擁
護
委
員
及

び
法
務
局
職
員
が
応
じ
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
強
化
週
間

・
期
間　
11
月
18
日
㈪
～
11
月
24
日
㈰

・
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

※
11
月
23
日
㈯
・
11
月
24
日
㈰
は
午
前

10
時
～
午
後
5
時

☎
0
５
７
0
ı
0
７
0
ı
８
１
0

　
な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
に
お
い
て

も
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15

分
ま
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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老
齢
年
金
及
び
受
給
者
死
亡
に
関
す

る
相
談
で
す
。
ま
た
、
厚
生
年
金
の
あ

る
方
は
原
則
、
市
町
村
の
窓
口
で
手
続

き
が
で
き
な
い
た
め
、
出
張
相
談
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
の
際
は
事
前
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
開
催
日　
11
月
28
日
㈭

●
出
張
相
談
会
場
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川
町
総
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体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

●
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談
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前
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後
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　米の全量全袋検査は、JAや商系業者等に出荷する米に限らず、自己保有米、縁故米、農家の方が直接販売
する米、飼料用米、くず米など全ての米が検査対象となっています。自己保有米等の検査がお済みでない方は、
米の全袋検査所（☎26-6046）に予約のうえ検査を受けていただきますようお願いします。
　なお、トラックがない方や高齢者世帯で運搬できる人がいないなど、自己保有米等の検査を受けることが
困難な方については集荷しますので、検査所までご相談ください。
　福島県産米の安全安心を消費者に伝えるとともに、県産米の信頼回復のために、生産者の皆様のご協力を
お願いします。
●米の全量全袋検査お申し込み先
　米の全量全袋検査所　☎26-6046
　（石川町大字赤羽字韮草39-10）
　（JAあぶくま石川・石川営農生活センター内倉庫）
　※予約受付時間：午前9時～午後5時
　※11月10日（日）までは土日祝日も検査を実施します。
●お問い合わせ先
　産業振興課　農政係　☎26-9126

自己保有米、縁故米、飼料用米、くず米も検査対象です
25年産米の全量全袋検査はお済みですか??
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お申し込み・お問い合わせ先…石川町公民館　☎２６-２５６６　FAX２６-４９９２

第６６回成人式開催のお知らせ
●日　時　　平成26年１月12日（日）午前11時～
●会　場　　ホテル松多屋
●対象者　　平成５年４月２日から平成６年４月１日までに
　　　　　　生まれた方。
①石川町に住民登録がない方で町内の学校を卒業し、本人が成人式に参加

を希望される場合は、本人又はご家族の方が、11月29日（金）までに参
加申込書を各受付窓口（公民館・教育委員会・役場窓口・各自治センター）
に提出してください。申込書は、各受付窓口にあります。（申込書には、
本人の氏名・生年月日・現住所等を記入してください。）

　申し込みをされた方には、12月上旬に案内状を送付します。
②石川町に住民登録がある方は、申し込みの必要はありません。12月上旬

に案内状を送付します。

平成２５年度子育てサポーター養成研修会が終了しました
　平成25年度子育てサポーター養成研修会が7月20日から
8月17日にかけて行われ、参加者は計６回の研修を受講し
ました。
　参加した中学生は、第一保育所の実習では絵本の読み聞
かせや、子ども達と一緒に運動したりするなど、子ども達
とともに楽しんでいました。また、保育士の先生方の細や
かな指導を目の当たりにしたことで素晴らしい体験も出来
ました。
　研修を通して、人間は人の手や愛情をかけることがもっ
とも大事なことであると学びました。

おじいちゃん・おばあちゃんへの手紙コンクール表彰式
　おじいちゃん・おばあちゃんへの手紙コンクール表彰式は9
月27日、共同福祉施設で行われました。
　このコンクールは、命を伝えてもらった祖父母に感謝し、家
族愛を一層確かなものとしてほしいと教育委員会、青少年健全
育成推進協議会が開催しているものです。
　この日は、優秀作品47点を表彰し、その後、受賞者の中から
角田憂佳莉さん（中谷一小１年）、吉田真凪さん（石川小２年）、
関澤凛さん（石川小3年）、塩田愛莉さん（石川小５年）、小豆
畑翔さん（石川義塾中１年）、吉田未来さん（石川中3年）、石
井岬さん（県立石川高１年）が手紙を朗読しました。
　また、受賞者を代表して緑川伸吾さん（県立石川高2年）があ
いさつをしました。
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　気温が下がり、空気が乾燥する季節になりました。かぜ
やインフルエンザが流行しやすくなる時期です。予防対策
として、日ごろから、「うつさない」「うつらない」ための
準備をしておくことが大切です。

1．かぜとインフルエンザの違い
かぜ インフルエンザ

症状 鼻水やのどの痛みなど
の局所症状。

38℃以上の発熱やせき、
のどの痛み、全身の倦怠
感や関節の痛みなどの全
身症状。

流行の
時期

一年を通しひくことが
あります。

例年12 月～3 月頃に流
行 し ま す。4月、5月 ま
で散発的に流行すること
もあります。

２．予防のポイント 
　かぜもインフルエンザも予防の基本は同じです。
1手洗い、うがい

　外出先から帰宅した際は、こまめにうがい・手洗いを
行いましょう。

2適度な湿度の保持
　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下して
しまいます。部屋の中では、加湿器などを使って、十分
な湿度（50－60％）を保つことも効果的です。

3十分な休養とバランスのとれた食事
　からだの抵抗力を高めるために、十分な休養とバラン
スのとれた食事摂取を心がけましょう。

4咳エチケット（外出する際のマスク着用）
　インフルエンザが流行してきたら、不要な外出は控え
ましょう。外出するときは、マスクを着用し、咳エチケッ
トを守りましょう。

5流行前のワクチン接種（インフルエンザ）
　予防接種を受けることで発症する可能性を減らし、も
し発症しても重い症状になるのを防ぐ効果が期待できます。

★予防接種法に基づくインフルエンザ予防接種を下記のと
おり実施しています。接種を希望される方は、医療機関
に予約の上、接種を受けてください。

対象者

（1）65歳以上の方（接種当日の年齢）
（2）60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼

吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能に障害を有する方（身体障害
者手帳1級相当）

実施期間 平成25年10月1日㈫～平成26年1月31日㈮
回数 1回

接種料金

自己負担金1,600円
（接種料金3,600円のうち、2,000円を助成
します。）
※65歳以上で生活保護世帯の方は、無料（全額助成）

となります。
※石川郡外の医療機関で接種した場合、自己負担金が

異なる場合があります。

実施場所 石川郡内医療機関を含む福島県内予防接種実
施医療機関

かかりつけの医療機関で
特定健診が受けられます

＊特定健診実施機関＊
医療機関名 所在地 電話番号

医療法人社団愛恵会
大野診療所 石川町字下泉171 26-2615

石川中央医院 石川町字新町55 26-2024
医療法人
田中内科医院 石川町字立ヶ岡50 26-3333

医療法人誠励会
中島医院 石川町字新町46-1 26-3415

医療法人萩医会
やまもと内科
クリニック

石川町大字双里字白坂下75-3 26-8311

医療法人　味原医院 玉川村大字川辺字和尚平279 57-2054
医療法人敦会
ふるどのクリニック 古殿町大字松川字林14-1 32-1114

医療法人蕉窓会
あつうみ内科医院 玉川村大字小高字中畷18-1 37-1544

医療法人仁進会
角田内科医院
胃・大腸クリニック

浅川町大字東大畑字新町10-1 36-2067

医療法人誠励会
ひらた中央病院（附）
ひらた中央クリニック

平田村大字上蓬田字大隈30 25-1414

　町で実施している総合健診のほか、かかりつけの地
域医療機関でも個別に特定健診を受けることができます。
10月に総合健診を受けられなかった人はぜひ受診して
ください。受診されるときには、被保険者証と特定健
康診査受診券を医療機関へ提出してください。

＊受診期間　平成25年10月１日から
　　　　　　平成26年１月31日まで
＊受診できる方

40歳から74歳までの国民健康保険加入者
で「特定健康診査受診券」をお持ちの方

＊健診内容　尿検査・身長体
重・腹囲・血圧
測定・診察・血
液検査

＊健診費用　個人負担は
　　　　　　1，000円です。

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

自殺対策予防標語
「家族愛・地域の愛で自死防止」

インフルエンザを
予防しましょう

●お問い合わせ先　保健センター　☎26－8416
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石 川 町 11～ 12月 の 主 な 予 定

11 月  ● November 12 月  ● December
1
2

3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13

14

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

在宅当番医
入札参加資格審査申請
（追加）受付（20日まで）　
乳がん検診（9：00～）

1歳6か月児健診（13：00～）　　　　　　
子ども遊び教室（9：30～）

在宅当番医

乳がん検診（9：00～）
2歳児教室（9：30～）
3～4か月児健診（13：00～）
子ども遊び教室（9：30～）
租税教室

石川中央医院
地域づくり推進課

保健センター

保健センター
中谷自治センター

ふるどのクリニック
（古殿町）
保健センター
保健センター
保健センター
中谷自治センター
母畑小学校

15
16
17

18
19
20
21
22
23

24
25
26
27
28
29
30

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

子ども遊び教室（9：30～）　　　　　　　

第25回市町村対抗福島県縦
断駅伝競走大会
在宅当番医

甲状腺検査（9：00～）　
3歳3か月児健診（13：00～）　　　　
子ども遊び教室（9：30～）　　　　
八槻市
在宅当番医

在宅当番医

乳がん検診（9：00～）　
1歳児教室（9：30～）

中谷自治センター

白河市総合運動
公園陸上競技場
大竹眼科

保健センター
保健センター
中谷自治センター
クリスタルロード
ひらた中央病院
（平田村）
ひらた中央病院
（平田村）
保健センター
保健センター

（平成25年9 月 1日～9月30日までの届出分で掲載希望のあった方　敬称略）

●11月25日㈪までに納めましょう
　固定資産税（第３期）
　国民健康保険税（第５期）
　介護保険料（第５期）
●12月2日㈪までに納めましょう
　後期高齢者医療保険料（第４期）

氏 名 保 護 者 住所

瀧川　太
た

朗
ろう

（一　也・令　子）中　田

相樂晃
あき

乃
の

進
しん

（庸　介・恵　里）双　里

小木　千
ひ

寛
ひろ

（　浩　・五　織）板　橋

氏 名 住 所
蛭　田　岩　雄 （板　橋）
関　根　安　吉 （中　野）
酒　井　弘　行 （塩　沢）
宗　形　啓　治 （曲　木）
角　田　藤左衛門 （谷　沢）

氏 名 住 所
添　田　吉　金 （山　形）
城　野　　　勝 （新屋敷）
小豆畑　ミ　チ （沢　井）
吉　田　勝　美 （成　亀）
野　内　留　吉 （沢　井）



編集後記
　スポーツの秋、そして職場の健康診
断もあるということで、先日ジョギング
をしてみました。しかし、少し走っただ
けで疲れてしまい、日ごろの運動不足
を痛感しました。運動をしようとは思っ
ているのですが、寒くなってくると、余
計に部屋でのんびりしていたいという
気持ちが出てしまいます。寒さに負け
そうな気がしますが、時々は運動して、
体力を維持できるようにしたいと思い
ます。　　　　　　　　　　（佐久間）

表紙の写真

第３１9回第３１9回

沢　田
中学校

【施設紹介】
　沢田中学校は、全校生54名で今年創立66周年を
迎えました。豊かな自然と、温かな地域の方々に見守
られながら、「今、輝く生徒」のスローガンの下、自分の
可能性を伸ばすために、学習にスポーツに生き生きと
取り組んでいます。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

沢田小学校　６年　  佐川　絢美さん

Ｑ．毎日の通学などで気をつけていることは？
Ａ．車道に出ないように注意して帰っています。それ

に、列をみださないように呼びかけながら下校して
います。

Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．私の将来の夢は、プロのバスケット選手です。そのた

めに週に４回バスケットの練習をがんばっています。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
あ　み

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

町の人口

１６，８７８人（　△  ６）
（  ）内前月比●10月１日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

８，２２１人（　△  １）
８，６５７人（　△  ５）
５，７５６戸（　　１５）

　石川文化幼稚園に通う塩田　孝明（たかあき）
くん、祖父の孝夫さん、祖母の富子さんです。
　石川文化幼稚園に通う塩田　孝明（たかあき）
くん、祖父の孝夫さん、祖母の富子さんです。

再生紙を使用しています

中澤　鷹則さん（2年）
　風景画の題材で制作しました。木の
色を塗るのに苦労しましたが、自然や
木の色を工夫することができました。

　文字や形で伝えると
いう題材で制作しまし
た。背景のグラデーシ
ョンや動きのある帯に
なるよう工夫しました。

なかざわ　　たかのり

遠藤　生茂さん
（1年）

えんどう　　 いく  も
「
時
を
刻
む
時
計
」 　私との対話という題

材で、切り絵を制作しま
した。自分らしさを色や
構図で表現することが
できました。

根本　美和さん
（3年）

  ね もと　　  み   わ

「自然の色」

「好きなこと、
　いつ始めるの？」


